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衣類のお手入れ通信

大掃除で本を整理した方も多いのではないでしょうか。古本を高く買ってもらうには「本の

ニオイ」を消しておくといいようです。用意するのは重曹とビニール袋。本と重曹を一枚の

ビニール袋に入れ、密封したまま２～３日置いておくと消臭できるそうです。今年も残りわ

ずかとなりました。良いお年をお迎えください。

【ダウンとフェザーの違いとは？】

例冬の防寒着の代表的なものといえば、やはり軽くて暖かいダウンジャケットですね。最近

は扱う店が多く値段も手ごろで、ネット通販などの普及もあって気軽に購入が可能です。し

かし、今から 40年ほど前まではその知名度は非常に低く、登山者の一部の専門店でしか販

売されていませんでした。それを一躍有名にしたのはモンクレール社です。モンクレール社

は１９５２年、フランスのグルノーブル郊外で創業しました。そして１９６８年、グルノー

ブル冬季オリンピックでフランスナショナルチームの公式ウェアに採用されてから世界的に

普及し始めたのです。その後、他の多数のメーカーがこぞってダウンジャケットを製造する

ようになり、現在のブームにつながってきたわけです。

当時はどのメーカーでも１着の価格が大卒の初任給並みというのが当たり前でした。しかし

近年、メーカーによっては１万円以下で買えるものも増えているようです。それには次のよ

うな理由があります。ダウンジャケットの内側にある品質表示を見ますと、ダウンあるいは

フェザーという表示がしてあります。

まずダウンとは水鳥の胸の辺りにある毛で羽軸がなく、ふんわりとしたタンポポのような形

状をしています。ダウンは１羽に 10グラム程度しか取れないため、ダウンジャケット１着

作るのに 30羽分ほど必要です。ダウンは保温性や吸湿発散性に優れていて、しかも軽量な

ので着心地が良いのが特徴です。一方、フェザーとは翼の部分から取れる羽根のことで羽軸

があるためダウンより弾力性があり、服の形状を保つのに適しています。しかし、保温性は

ダウンの方が上です。そこでダウンとフェザーの長所を組み合わせて製品化しているわけで

すが、比率としてはダウン 90％フェザー10％がベストでしょう。安価なダウンジャケット

はフェザーの比率が多く品質の低い国のものが使用されているため、高価なものと比べると

保温性は劣ります。縫製も粗雑なものが多く、家庭で洗濯すると破損しやすいものも増えて

いるようです。お取り扱いには十分ご注意ください。
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